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概要 

 

どのような国にでも、どのような言語にでも諺がある。諺は「ある

社会の庶民の真実を反映する鏡である」と言われている。庶民の考

え方や風潮が影響するばかりか、集団思考も形成するといえる。こ

とわざに取り上げられているテーマは多様である。その中の一つ、

女性も数多く取り上げられた。社会の半分を占めている女性がエジ

プト社会でも日本の社会でも大きな役割を果たしている。本研究で

は、女性が両国の諺において 

どのように取り上げられたか、ことわざを通して女性がどのような

イメージや役割をもっているかを明らかにしておきたい。つまり、

妻、娘、姉妹、姑などの女性のあらゆる役割や社会的、経済的、文

化的、知的なイメージを明らかにしておきたい。また、両国のこと

わざにおける女性像を比較し、それぞれの共通点と相違点を明らか

にすることで、両国の文化や思想の相互理解を深めることに貢献する。 
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"مرآة تعكس حقيقة  يه مثالن الأإيقال مثال الشعبية، وكل دول العالم لديها تراث من الأ

على أفكار وعادات عامة الناس  تأثير الأمثال ليس لها . ويمكن القول إن"المجتمع فكر

تتنوع وتختلف المواضيع التي . عقل الجمعي لأي مجتمعأيضًا ال هي تشكلفحسب، بل 

نصف المجتمع،  المرأة شكلوت، أةوأحد هذه المواضيع هي المر، تتناولها الأمثال الشعبية

. فهي الزوجة والأخت والأم إلخ  في المجتمع المصري والياباني ةرًا رئيسادوألعب ت هيو

 لىإكلا البلدين. والتعرف الشعبية لكيفية ظهور المرأة في الأمثال بحث ال اناول هذويت

ل هذا البحث سيتم من خلا، بمعنى آخر، في المجتمعالصور والأدوار التي تقوم بها المرأة 

 والصور الاجتماعية والاقتصادية والثقافية والفكرية للمرأة، إلقاء الضوء على الأدوار

والتعريف بالصورة العامة التي تحظى بها المرأة في كلا من المجتمع المصري والمجتمع 

التعرف لبلدين والشعبية لمثال الأفي  الصور المختلفة والمتعددة للمرأةومقارنة الياباني، 

بينهما كخطوة للإسهام في تعميق الفهم المتبادل بين ثقافة  على أوجه التشابه والاختلاف

 وفكر البلدين.

 الكلمات المفتاحية: الأمثال الشعبية، المرأة، صورة المرأة، الدراسات المقارنة

はじめに 

諺は人間の生活体験から生み出されたもので、一つの民族の知恵の結晶でもある
と言える。もちろん、時代の変化に応じてある諺の本来意味が失われたり、別の
意味に変わったりしたものも少なくないが、諺は今でも私たちの暮らしに生き続
いている。諺は次の五つのものによって生じた。歴史物語から生じたもの、民間
に伝わってきたもの、詩から来たもの、童話から作られたもの、宗教から来たも
のもある。エジプトと日本の国内で生まれた諺は民間に伝わってきたものが最も
多いと言える。互いの国に特有の地理環境、歴史文化、宗教観などは、言葉によ
って表れ、それぞれの社会生活に反映する。日本とエジプトは共通的な東洋思想
を持ち、長い歴史を持っている国である。その長い歴史の中で育てられた文化に
もそれぞれ特色がある。エジプトと日本の諺の研究を通じて、その国の歴史、文
化、風俗、習慣などをさらに深く窺うことができる。従って，異民族の諺の研究
および対照研究は異文化間における相互理解のための最も良い手かかかりとなる
ものとも言える。諺が扱われた多様なテーマの中は女性であった。社会の実態を
把握する上で女性の社会的地位の探るのは最も重要である (Abuelleil, 

2014)。本研究では日本とエジプトの諺における女性像が明らかにし、女性に関
する諺を分類し、諺とその説明をまとめる。諺において女性がどのようにとらえ
られてかを人道の面から考察していく。両国のことわざにおける女性像を比較し
、それぞれの共通点と相違点を明らかにしておきたい。両国の文化への理解に少
しでもお役に手てば幸いである。しかし、最初に両国においての諺の定義を簡単
に触れておきたい。 
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1.諺の定義 

ギリシャの哲学者であるアリストテレスは、紀元前300年代にすでに、諺を「手軽にし

て、受用し易きために、減亡の悲運を免れし古知識の断片なり」と定義した [北嶋 , 

2021年]。 

アラビア語にも日本語にもことわざの定義は多様である。諺という言葉の語源について

鈴木棠三は「言の技、すなわち物をいう技術であるところから、コトワザといったとす

る」と論じた [北嶋 , 

2021年]。またアラビア語では、「諺（Mathal）は物事の類似であり、同じであるさま

であり、物事の属性である (Almaany, 2018)」と論じられる。 

『広辞苑』には、諺は「古くから人々 に言いならわされたことば。教訓・風刺などの意

を寓した短句や秀句」 [新村, 

2009]」と定義された。『国語辞典』には「むかしからいい伝えられている、教え、人

間の知恵をふくんでいる短いことば」 [監修 村石, 

1996]」、『漢語林』には「昔から言い伝えられていて、簡単にうまくまとまっている

文句。教訓や風刺の意を含んだものが多い」 [鎌田 米山演, 

1999]」、『大百科事典』には「民間において口頭で伝承されてきた定型的な言語表現

の一つで、俚諺、俗諺ともいう。諺は本来〈言の技の意味で、広く言語の技芸をさし。

短い言葉で人を攻撃する言語の武器ともされていた。とくに諺は寸言であっても大きな

教育的効果を有していた。巧みな諺で批評され、多勢のなかで自分一人が笑えぬ立場に

たつことは、人並みを重んじた以前の村落社会では最も恥とされたのである。

しかし、今日では諺は理屈をこえた巧みなたとえとして特別な効果を持つものに限定さ

れている。 [コトバンク, 

2019]」『ブリタニカ国際大百科事典』には「昔から言い伝えられた風刺、教訓などを

含んだ短句。その種類や目的とするところは多様であるが、概して比喩を

もって人を戒めたものが多い。「下手の道具調べ」「話上手の仕事下手」のたぐいであ

る。この例によってもわかるとおり，間接的表現をとりながらも面罵以上の効果を相手

に与えることになる。また諺には，天候や農業、漁業の知識や技術を教えたものも多い 

[コトバンク, 2019]」と定義される。 

一方ではアラビア語の『アル・ワシート辞書』には諺は「文章化した抽象的な話
しである。ある人の人柄を描写し、例えられた人とその似たような性質を持って
いる人に例える。人々 の話から引用された簡潔な文章であり、ある人の人柄を描
写し、同じ人柄を持っている方々 に対して使用する (Almaany, 

2018)」と、『ことわざと俗言の百科事典』には「伝統的な文化は、ある社会の
人々 の心理的および感覚的な側面を反映しているため、民族の研究の最も重要な
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アプローチの1つである 

。諺は、この文化の最も重要な要素の1つで、それは人々 の知識の基礎を表して
いるからです。伝統的な文化は、ある民族の研究の大事な入門であるとみなされ
ている」と定義される。 

また、17世紀の英国の歴史家、作家ジェームズ・ハウエルは諺について「Short

ness（簡短）、Sense（意義） 

Salt（鹹味）の三者（３S）をその要素とすると。人の心を刺激して、長くその
記憶に留めるために簡潔にして辣味があることを要する。」とのべた。同国の作
家ウィリアム・ペンは「国民の叡知は、諺の中にある。諺を集めて学ぶがよい。
諺は時間と口数の節約ともなり、時には、もっとも安全確実な答えとなることも
ある。」とも述べた。森洋子著 『 かかりユーかかル諺の世界-

民衆文化を語る』では「諺は、人かかいい出し、 

二人かかうなかかき、千人かか使い、万人かかなるほど、と受けとって、長い年
月、 多くの人々 の間に生きてきた教え、戒め、 

あてこすりをふくんかか、短いい文章かかある」と述べられている。さらに諺を
信仰的な精神面から解こうとしている説もある（北嶋 藤郷、2021）。 

総じて言えば、諺はある社会に生きている人間たちがある物事に対してどのよう
に行動すれば良いのか、どのように考えれば良いのかという教訓や戒めを表して
いる。その社会の人々 がそれに沿って行動すれば正解であることを思い込む傾向
がある。つまり先代から伝わる知恵（諺）はある民族の考え方、行動、態度に影
響を及ぼすと言っても過言ではない。要するに上記の諺のあらゆる定義や特徴か
らある社会の集団思考の形成される諺が与える大きな影響が明らかになるだろう
。 

2.1.研究方法 

本研究では、エジプトの「ことわざと俗言の百科事典」と日本の「故事とことわざの辞

典」に収録されているエジプトと日本のことわざを対象として、その中に表されている

女性像を分析することをめざす。本研究では、女性像がおおきく二つに分ける。 

①特定的な役割ある女性つまり、社会的な役割（妻、娘、姉妹、姑等）、②役割が特定

されていない一般的な女性、女性という概念その存在、つまり性格、特質などの属性、

美しさ、化粧などの容姿に関することの2つのカテゴリーに分類する。さらにそれらを人

間性の視点から肯定的、否定的、中立的、3つの基準を大別する。それによって女性の社

会的、経済的、文化的、知的なイメージを明らかにしておきたいと思う。 
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2.2.諺の分析、分類 

上記のように諺の研究を通じてその国の文化、習俗などを見ることができる。また、諺

における女性像の研究を通じて、その国、あるいはその社会の集団意識をより深く理解

することができる。さらに、社会の女性に対しての視点や観点が明らかにになる。これ

から女性に関する諺を分類し、その説明をまとめて、記述的、数量的分析を行っていく

。上記エジプトと日本の辞書の諺から女性に関係する語（女性、夫人、女子、少女、姑

、妾、娘、妹、妻など）を含む諺を抽出した。上記の6巻になって14、842個収録され

るエジプトの「ことわざと俗言の百科事典」からは女性に関する項目を724個抽出した

。ただし、意味的に重なっているいわゆる類義的表現を一つの諺と見た。また、女性に

関係する語を含む諺であっても、女性の特徴を表していないものが対象から除外した。

一方で、女性に関係する語が含まれていなくても、内容が女性にかかったら女性を扱っ

た諺に入れることにした。そうすると、女性を扱った諺の総個数は211個となる。また

、アラビア語の諺が、アラビア語の表記にかわって日本語の意味の記入にした。同様に1

5，000個収録される日本の『故事と諺の辞典』からは、女性に関する諺は590個抽出し

、上記のようにしてさらに214個までに選別した。 

2.3.判断基準 

上記のように女性が扱った諺が２つのカテゴリーに分類した上で人道的な視点から肯定

的、否定的、中立的、３つの基準に大別する。いうまでもなく、肯定的であるか、否定

的であるか、中立的であるかという判断基準は人によって違うかもしれない。しかし、

本研究ではフェミニスト的立場は探っていくつもりはない。本研究では、筆者が人道に

基づいた基準で判断していきたい。 

つまり、諺の上では、人間である女性が動物や物質などの人道に背くような、軽蔑的な

意味合いのある諺や、自己決定の自由を奪い、他人の都合のいい特定な役割を強制的に

位置付けさせるような諺は否定的と判断した。一方では、良し悪しを問わずに人間性、

性質を描写するような諺は中立的と判断した。そして、それら以外は肯定的と判断した

。 

最初に女性が社会においてどのような役割が位置づけられたのかを考察していく。 

3.社会的な役割 

本項目ではエジプトと日本の諺における女性の社会的な役割・役目はただ、姑であり、

娘であり、妻であり、義理の姉妹であり、第二目の妻であり、継母であるという社会的

な役割に限らず、社会においての女性の職業、経済的なイメージ、価値なども明らかに

していく。次に女性のそれぞれの役割を表す諺を分類し、解釈や分析していく。 
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3.a.姑 

埃 日 

肯定的 肯定的 

1.姑は婿が大好きだ。 1.嫁を憎かば我が子を思え。 

2.外姑に好かれたら優しく扱いな。 否定的 

3.夫婦の関係が上手くなったら姑との関係が上手く
なる。 

1.姑が憎けりや夫まで憎い。 

4.姑とその娘に好かれて天国だ。 2.姑と嫁と仲の良いのは物怪の内。 

5.姑に好かれて何よりだ。 3.秋茄子嫁に食わすな。 

否定的 4.姑に拙縫なし。 

1.外姑がいないと問題が起こらない。 5.姑の気に入る嫁は世が早い。 

2.厄介な外姑の娘を離婚しよう。 6.姑の仇を嫁が討つ。 

3.外姑と婿との関係が悪いだ。 7.姑の場塞がり。 

4.強い姑に罵られる。 8.姑の前の見せ麻小け。 

5.姑の夫婦のお宅の頻繁の訪れは夫婦喧嘩の原因だ
。 

9.姑の三日誉め。 

6.姑が危害の元だ。 10.姑は年が寄るほど僻む。 

7.姑は空の女王であったとしてもなお災いを招く存
在だ。 

11.姑は嫁の古手。 

8.相変わらず態度悪いおばさん。 12.嫁と姑の仲のよいのは物怪の不思議
。 

9.相変わらず態度悪い嫁だ。 13.嫁と姑も七十五日。 

10.嫁がどうしても姑に嫌われる。 14.嫁を貰えば姑を貰え。 

11.姑は本能的に嫁が嫌いのだ。 15.嫁の留守は姑の正月。 

12.嫁と姑はお互いにからかい合う。 16.娘でも嫁と名が付きや憎うなる。 

13.宅にいる姑より、火に焼かれてましだ。 17.嫁と姑犬と猿。 

14.苦労して育ったのに、自分の息子が他の女性を 18.嫁と名がつけば我が子も憎い。 
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世話することにした。 

15.姑がずる賢いが自分が彼女よりずる賢いだ。 19.娘でも嫁と名がつきや憎なる。 

16.叔父さんが好くべきだが姑を散々 罵るべきだ。 中立的 

17.姑と義理の姉妹は最悪だ。 1.嫁は姑に似る。 

18.発言しない姑が物事を眺める。(夫婦の生活に無断で干渉

するということを指している） 
2.姑の後は嫁が継ぐ。 

19.姑が嫁を一向に好きじゃない。 3.いじりいじり嫁に掛かる。 

20.姑が最悪だ。  

21.婚姻においての（棘）困難は姑である。  

22.医者の訪問は姑の訪問よりましだ。  

中立的  

1.外姑を味方にするのが無難だ。  

2.妻との関係が上手くいくために、外姑を妻より世
辞を言うべきだ。 

 

3.嫁はいずれ姑になる。  

 

表１・両国に見られる姑に関する諺の数の比較 

 

 

個数 埃 日 個数 埃 日 

総個数 30 23  

夫側個数 11 -- 妻側個数 19 23 

肯定的 4 -- 肯定的 1 1 

否定的 5 -- 否定的 17 19 

中立的 2 -- 中立的 1 3 
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上記のようにエジプトの姑に関する諺の総数は30個である。日本のは23個である。『日

本大百科全書』（ニッポニカ）において 姑とは 「舅」は夫の父、妻の父は 

「外舅」(がいきゅう)、姑は夫の母（妻の母は外姑(がいこ)であるが、日本ではすべて 

を「しゅうと」とよび、とくに夫の母（姑）をおもにさした [コトバンク, 

2020]」。つまり、姑と言っても、夫側の姑（姑）と妻側の姑（外姑）がある。上記の

ように日本の諺が外姑のことが取り扱わなかったが、エジプトの場合は30個の中11個が

外姑のことを指摘している。 

そのうち、肯定的な諺が4個であるが、すべてが条件付きである。外姑に 好かれる 

ように婿が妻を好きにならなければならないという条件である。中立的2個、否定的5 

である。妻側の総個数は19である。肯定的なのは１個、否定的17個、中立的1個である

。つまり、夫と妻側を合わせて肯定的なのは5個、否定的は22個、中立的は3個になる。

一方では、日本の諺の総個数は23個である。肯定的は１個、否定的19、中立的3個であ

る。両国の諺は共通に嫁姑と婿姑の悪い関係は前提とした。また、嫁に対する姑の敵対

心が一般であると表している。上記の表を表しているように数量的分析をすると、エジ

プトと日本の社会においての女性である姑が否定的なイメージの持ち主だということが

明らかになる。 

3.b.妻 

埃 日 

肯定的 肯定的 

1.妻が温もりの元だ。 1.妻子珍宝及王位。 

2.妻を置くところが故郷。 2.妻子は世帯の錘。 

否定的 3.冬の火は嫁にたかせよ。 

1.妻は夫から。 4.妻の恥は夫の恥。 

2.夫が妻を優しく扱うが従わない。 5.女房鉄砲仏法。 

3.妻を脅したほうがいい。 否定的 

4.夫唱えて妻随う。 1.家の乱れは女から。 

5.人の前で妻に謝らないで。 2.夫に素顔みせな。 

6.妻が厳しく扱ってください。 3.夫唱えて妻随う。    

7.犬が友達になれ、ろばが秘密を守れ、妻が敵で

ある。 

4. 嫁御十年。 

8.夫に妻が嫉妬深くすべき。 5. 貞女立て間男したし。 

9.辛抱強い妻が末永くしあわせに。 6. 嫁は手を見て貰え。 

10.広々 住宅、素早い馬、従順な妻はアッラに祝福

される。 

7.夫の七度去るまでは家を出ぬもの。 

11.嫁を教うるは初めにせよ。 8.夫の前の見せ麻小け。 

中立的 9.夫は外を治め妻は内を治める。 

1.嫁を迎えるにあたっては男が苦労すればするほ 10. 男は礼に余れ女は華飾に余れ。 
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どなおさら女性の価値を感じる。 

2.妻を馬鹿にしたら周り人にからかわれる。 11. 女に七去あり。  

3.夫が元気な妻が好き近所が寛容な夫人が好き家

族が金持ち夫人が好き 

12. 

女の夫をたばかるには男の知恵には増す

。 

4.悪妻の死亡は損である。言うまでもなく良妻の

死亡は更なるだ。 

13. 夏の火は嫁に焚かせよ。 

5.妻が夫に愛されると自慢する、夫に貶されると

人々 に軽蔑される。 

14. 女房は台所から貰える。 

6.婦人は夫の貞操の鎧。 15. 

妻子は身の怨なり、眷属は心の敵なり。 

7.女房は半身上。 16. 嫁と鍋は古くなるほどずるくなる。 

8.家になくてならぬは女房である。 17. 盛りにしては夫に従う。 

9. わわしい女は夫を食う 18. 

七の子はなすとも（産むとも）女には心

許すな。 

 19. 二つ子をなすとも女に心許すな。 

 20.何程いやな女房でもいなすれば銭百

貫落とした心する 

 21. 

跳ねる馬と洒落る妻は叱りながら楽しみ

あり。 

 22. 女房は家の道具。 

 23. 女房は床の間の置物。 

 24.女房と鍋釜は古いほど良い。 

 25.女房と畳は新しいほうが良い。 

 26.女房と米の飯には開かぬ。 

 27.女房と米の飯は行く先にある。 

 28.良馬は決して躓かず、良妻は決して

不平を鳴らさない。 

 29. 女房は家の大黒柱（固め・宝）。  

 30. 鍋蓋と女房は無うて叶わぬ。  

 31.嫁と鋏はこぜ使い。 

 中立的 

 1.女房が悪ければ身上も悪くなる。 

 2.女房の悪いは六十年の不作。 

 3.嫁を教うるは初めにせよ。  

 4.良妻は夫を両夫にする。  

 5.わわしい女は夫を食う。  

 6.女房に惚れてお家繁盛。  

 7. 妻子を置くところが故郷。  
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 8. 老い女房は足の裏の飯粒。  

 9.女房呼ぶと飯とはなんぼ早うても腹が

立たぬ。 

 10.家貧しくして良妻を思い、国乱れて

は良相を思う。  

 11.家は夏向き女房は所帯むき。 

 12.家に女房なきは火のなき炉の如し。 

 13.姉女房は子ほどかわいがる。 

 14.女房は半身上。  

 15. 女房は男の鎮。  

 16.妻は輪廻のなかだち。 

 17. 男は妻から。 

 

表2・両国に見られる妻に関する諺の数の比較 

個数 埃 日 

総個数 22 53 

肯定的 2 5 

否定的 11 31 

中立的 9 17 

上記の表のように妻についてのエジプトの諺の総個数は22個である。肯定的は2個で、

否定的は11個で中立的は9個である。中立的な諺は女性向けの諺が男女を問わず人間の

性質を表す諺であるが否定的な諺が女性に対して人間性のない行動を推奨したり、男女

間の拮抗的や上下関係を促したりする諺である。例えば「妻を脅したほうがいい」とい

った諺の直訳は「結婚日には自分の妻を脅すため彼女の前で猫を虐殺しろ」という暴力

的な意味合いがある諺がいくつかある。一方で、妻に関する日本の諺の総個数は53個で

ある。肯定的は5個、否定的は31個、中立的は17個である。否定的な諺の中で妻が根性

の悪い存在と強調されている。両国の共通しているところが多い。妻としての女性が受

け身、特定の基準を満たさないと悪妻になり、家や夫を支えるものとしてなくてはなら

ない存在だ。また、妻の夫への盲従を求める諺と男女の仕事分担は夫は外、妻が内を唱

える諺が多かった。 
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3.c.母親 

埃 日 

肯定的 肯定的 

1.母親のいない人は悲しく、父親のいない人は

苦しんでいる。 

1.祈りの師には母をせよ。 

2.育児といえば、一人の子供でさえもどんなに

器用である母親にとっても厄介なことだ。 

2.倚門の望み。 

3.三人の子持ち母は笑うて育て一人の子持ち母

は泣いて育てる。 

3.女は弱しされど母は強し。 

4.子供には頑丈な母親と嬉しい父親が必要であ

る。  

4.凱風南よりして彼の棘心を吹く。 

5.常に母親が子供を慰める。 5.慈母に敗子あり。 

6.母も母なら娘も娘。 6.母が痩せると子が太る。 

7.母の折檻より隣の人扱いが痛い。 7.父は天、母は地。 

8.母親の恩恵が一生忘られない  。  8.母の折檻より隣の人扱いが痛い。 

9.親三分に乳母七分。 9.母も母なら娘も娘。 

10.母親の勘がいつも当たるんだ。 10.父母その子を養って教えざるは、是そ

の子を愛せざるなり。 

11. 母乳がかけがえのないだ。 11.親三分に乳母七分。 

12.母親がかぞく全員手厚く集合する。 12.三人の子持ち母は笑うて育て一人の子

持ち母は泣いて育てる。 

13. 母の元にいる子の子のことはご心配なく。  

14.女の子の母が死ぬまで荷が重い。   

 

表3・両国に見られる母親に関する諺の数の比較 

個数 埃 日 

総個数 14 12 

肯定的 14 12 

否定的 - - 

中立的 - - 

上記のように母親についてのエジプトの諺の総個数が14個で日本の諺の総個数が12個で

ある。どちらにも否定的な諺、中立的な諺が見られない。総じて言えば、エジプトとも 
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日本ともの諺における母親には、子供への愛と教育、母へ敬愛を表すものが多い。要す

るにエジプトと日本の社会のどちらにおいても母親は社会的優位性を持っていると言え

る。  

3.d.娘 

埃 日 

肯定的 否定的 

1.女の子にいる家庭の生計が豊富だ。 1.糠袋と小娘は油断がならぬ。 

否定的 2. 酸漿と娘は色付くと虫が付く。 

1.女子を厳しくしつけしろ。 3. 娘出世に親貧乏。 

2.娘が母親に嫉妬する。 4. 娘の親でいつまでも厄介かかる。 

3.オールドミスよりいっそう死んだ方がいい。 5. 小袋と小娘は油断がならぬ。 

4.女を産むという事が知ったら喜んだよ。家事に手

伝ってくれるから。 

6. 盗も五女の門を過ぎらず。 

5.男子が出産した方がいい。 7. 一姫二太郎。 

6.娘がいつまでも厄介かかる。 8.嫁は門から娘は乞う者に呉れる。 

7.娘の死がいい。 中立的 

8.人前で恥をかかされないように娘の死がいい。 1. 娘を見るより母を見よ。 

9.人前で恥をかかされないように娘の婚姻がいい。 2. 娘一人に婿八人。 

10.息子の失敗より娘の失敗の方がいい。 3.一人婿の可愛さとおいどの痒いとは

堪忍ならぬもの 

11.娘の責任が重くてたまらない。 4. 

十五六の娘は箸の倒れたのもおかしが

る。 

12.娘が馬の骨と結婚し得る。  

13.女の子が父親の一生の厄介な存在だ。  

14.娘が不要だ。  

15.女子の父親が物乞いだ。  

16.女子の父親は油断がならぬ。  

17.女子の父親が婿に操られがちだ。  

18.女子たちが災の元だ。  

19.女子の淫らさが強烈だ。  

20.女子には猫のように九生あり。  

21.女の子を束縛して、満喫な家庭へお嫁を送れ。  

22.家庭で2人女の子より二匹のさぞりがいるのがま

しだ。 

 

23.男の子の母親が賢いであり、女の子の母親が泣

き虫である。 
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24.娘多きはずるいお婿ばかり。  

25.女の子の母が死ぬまで荷が重い。  

26.婿一人に娘八人。  

27.一姫二太郎。  

28.娘には結婚以外将来がないだ。  

29.娘がいない母親には手伝いものいない。  

30.娘がいないと切ない。  

中立的  

1.娘に婿を探す。  

2. 女の子が逞しいなあ。  

3.子供を授かるのなら区別なく女の子でも男の子で

もいいんだよ。 

 

4.女の子の飾りが優雅であり、女性の飾りが黄金で

ある。 

 

 

表4・両国に見られる娘に関する諺の数の比較 

個数 埃 日 

総個数 35 12 

肯定的 1 - 

否定的 30 8 

中立的 4 4 

上記の表に見られるように娘についてのエジプトの諺の総個数は35個である。肯定的は

1個しかない、否定的は30個で中立的は4個である。一方で、娘に関する日本の諺の総個

数は12個である。それらのうち、娘が大金をかかってしまう存在という意味的に重な 

った諺が９個で、娘が「母親の育てがら」という意味を表している諺が３個あった。そ

れぞれを省いて総個数が12個になる。肯定的は一個もない、中立的は4個、否定的は8個

である。娘に関しての日本とエジプトの諺に共通するのは、娘の出来が母の育て次第で

ある。娘の魅力や価値は家庭の「内」的な、家事の事をやりこなしにある。また、娘は

非常にお金がかかる存在である。娘は傷つきやすいので親は目が離せなくて常に注意し

ていなくてはいけない。つまり娘は「油断がならぬ」存在であり、厄介をかかせる存在

である。エジプトの諺ではことに娘が素行不良にならないように厳しく扱うべき、恥を

かかせる存在で生きるより死ぬがまし、娘に対して暴力的な待遇が薦められている。 
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3.e. 継母 

 埃 日 

1 継母に好かれるなんて無理な話だ。 継母の朝笑い。 

2 継母に接して初めて母親の良さがわかる。 くれそうでくれぬは継母と春の日。 

3 継母が消えてほしいなあ。  

4 継父がカメレオンで継母が悪魔である。  

エジプトは日本と違って、継母には3つのパターンがある。1つ目は、子どもがいる男や

もめが結婚する女のこと、2つ目は、離婚した男と結婚する女のこと、3つ目は、男が「

第一夫人」を 結婚したまま結婚する女のこと、いわゆる 「第二婦人である。 

継母についてのエジプトの諺の総個数は4個である。継母についての日本の諺は2個しか

ない。全てが否定的である。 

3.f. 継室 

埃 

1. 正室が情けなくて継室の利益のため節約する。 

2. 継室がいると正妻が体裁を整える。 

3. 継室がいると苦痛だ。 

4. 他人のご主人を盗む女が情けないだ。 

 

5. 正室は継室が大嫌いで彼女の不幸や死去を願う。 

6. 既婚の男を誘惑して再婚させる女が淫らだ。 

 

日本では一夫多妻制がいわゆる明治民法において禁止されたが、エジプトではまだ残っ

ていている諺でも取り上げられているが、どちらかというと継室のことは現在のエジプ

トでも望ましくない存在であると言える。エジプトに取り上げられた継室は男が第一婦

人と結婚したまま第二婦人と結婚することを指している。アラビア語での名称は害とい

う意味をする。上記の諺を見ると継室という存在は悪評のある存在であることが明らか

になると思う。 

 

 

 



 Safaa Nour  

  
 

89 
        

 
        

  

3.g. 義姉と小姑 

埃 日 

1.義姉同士犬猿の仲だ。 1. 姉姑は鬼千匹、小姑は鬼十六に向かう。 

エジプトの諺上で取り上げられた義姉は夫の兄弟の妻のことを指している。一方では日

本の諺上で取り上げられた姉姑及び小姑は夫の姉と妹のことを指している。両者ともの

イメージが良くなくて厄介な存在と思われる。義姉と小姑についての日本とエジプトの

諺の総個数は順番で3個と4個である。全てほぼ同じ意味合いなので1個として取り扱っ

た。 

3.1.役割が特定されていない一般の女性 

埃 日 

肯定的 肯定的 

1.女性を傷つけしてはいけない。 1.女は門開き。 

2.女性が恵だ。 2.女ならでは夜が明けぬ。 

3.悪い結婚生活よりオールドミスになる方がま

しだ。 

3.饂飩蕎麦より嚊の傍。 

否定的 4.女は国の平らげ。 

1.女心と秋のそら。 5.恋の道には女が賢しい。 

2.女性にとって阿呆男の方が都合がいい。 6.女世帯に花が咲く。 

3.おなご寄れば姦しく。 7.遠く近きは男女の中。 

4.母育ちで甘茶茶な。 否定的 

5.女性が例え祈りしても信頼できない存在だ。 1.小豆の塩の辛きと女の気の強きは術無し。 

6.謀婦人に及ぶ。 2.愛想尽かしは金から起きる。 

7.女性は口が軽い。 3.一生の苦楽他人に依る。 

8.男性の嫉妬は望ましいが女性の嫉妬は 

望ましくない。 

4.一女両家の茶を喫せず。 

9.犯罪の陰には必ず女あり。 5.命取りとは美女、命の親とは悪女の異名。 

10.女性が悪魔より悪だ。 6.いやじゃいやじゃは女の癖。 

11.女性の狡賢さが男性のを勝る。 7.男は腰の物、女は衣装。 

12.女性は口が悪い。 8.男は天下を動かし、女はその男を動かす。 

13.女性が弱きものだ。 9.男は度胸、女は愛敬。 

14.女性が何よりお金が好きだ。 10.男は松、女は藤。 

15.女性はどうすることもできない者だ。  11.おなご賢しく牛売り損なう。 

16.弱き者よ汝の名は女なり。 12.おなご三人寄れば姦しく。 

17.女の根性は蛇の下地。 13.おなごの横座は百になってもない。 
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18.女性は宗教と脳が欠けている。 14.おなごは悪性者。 

19.女性に信頼するな。 15.おなごは男同士。 

20.女性が忘れっぽい、許してあげない、悪の

元だ。 

16.女心と秋のそら。 

21.女性が裏切者だ。 17.鬼と女とは人に見えぬぞ良き。 

22.女性は災の元。 18.女三人寄れば着物の噂する 

23.女の知恵は花の先。 19.女同士は角目立つ。 

24.優しい女性がコウモリより不浄である。 20.女と塩者にすたりはない。 

25.女性は蛇より危険だ。 21.女と白魚は子持ちになっては食えない。 

26.女性は嘆の元だ。 22.女と坊主に余り物がない。 

27.女事賢人なし。 23.女と俎板は無ければ叶わぬ。 

28.街を滅ぼすのは2人の女性。 24.女に十二の角あり。 

29.女性は支配したら結果は混乱ばかりだ。 25.女に白い歯は見せられぬ。 

30.女性に相談乗るな。 26.女の靨には城を傾く。 

31.男性がいなくなると女性が狂ってしまう。 27.女の賢い東の空明けかりとは当てにならぬ

。 

32.男性が留守だと女性の徳が乱れる。 28.女の堅いは膝頭ばかり。 

33.夫を抜きにして女が不完全。 29.女の気の強いのと葉汁の強いのとは悪い。 

34.仕事の効果男性が甚だしい女性がわずかだ

し。 

30.女の猿知恵。 

35.女性が結婚前に焼くことに十分に腕前を発

揮すべき。 

31.女の仕返しは三層倍。 

36.男性が女性を強制的に従わせるべき。 32.女の商談と七の段は割り切れず。 

37.男が仕事、女性が台所。 33.女の立ち話騒動の元。 

38.嫁しては夫に従う。 34.女の旅は十里を出でず。 

40.男性を抜きにしては女性が不要だ。 35.女の知恵は欲が元。 

41.イブはアダムが天国から追い出された原因

だ。 

36.女の力と首のない石仏。 

42.女が早く結婚するのが望ましい。 37.女の手から者をとった出家は五百生の間手

のない者に生まれる。 

43.地獄の火は女性よりいい。 38.女の長尻。 

44.産めない女が客である。 39.女の根性は蛇の下地。 

45.家事事以外相談するな。 40.女の妬みなきは百の拙きを覆う 

46.男は松、女は藤。 41.女の話は人里限り。 

47.女性が男の欲を満たすものだ。 42.女の張る弓は射られず。 

48.女性が無邪気で嘘つかない。 43.女の物思うにはうなだれ、男の物ものを案

ずるには仰ぐ。 

49.男性にとって女性は無価値だ。 44.女は会釈に余れ。 

50.安心と手強さをバランスとれた態度で女性

を扱うべき。 

45.女は下げて育てよ。 
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51.女性に物がない方が望ましい。 46.女は敷居を跨ぎながらも七十企み。 

52.家になくてならぬものはあがり框と女房。 47.女は地獄の使い。 

53.女性より男のほうが優る。 48.女は魔物。 

54.女性は男性を従う。 49.女見るなら忙しい時に見よ。 

55.女性が家事するべきだ。 50.女童の言う事用べからず。 

56.女が男性に敢えて言い返したら舌を切るべ

し。 

51.外聞、手利き、人挨拶、世帯、敷金、閨の

花。 

57.嫁になったら食えない。 52.クレオパトラの鼻がもう少し低かったなら

、世界の歴史は変わっていたであろう。 

58.女性が夫の残酷な待遇を恐れる。 53.嫉妬は女の慎み。 

59.好かれた男が嫌い、嫌われた男が好き。 54.鶏鳴の助（助け） 

60.外聞、敷金、閨の花。 55.小娘と茶袋。 

61.女性は女性であり、男性は男性である。 56.妻子は衣服の如し。 

62.女に好かれたにしてもどうせ命取り。 57.酒と女と博奕には錠おろせ。 

63.嫁を教うるは初めにせよ。 58.大蛇を見るとも女を見るな。 

64.よく口論する女性はきつい靴みたい。 59.狸は入道、狐は女。 

65.女性が大勢いるので大事にしなくていい。 60.月夜の明かりと女の利口は用に立たぬ。 

66.若い女性と結婚するべき。 61.哲婦城を傾く。 

67.女性が男性を面倒を見る。 62.毒蛇を見るとも女人を見るべからず。 

68.つぶらな瞳とおちょぼ口は美の特徴だ。 63.女人に賢人なし。 

69.美女と結婚するべし。 64.謀婦人に及ぶ。 

70.外は美内は猿。 65.万悪淫を首とし、百行孝先と巣。 

71.女性は背の低めが良い。 66.犯罪の陰には必ず女あり。 

72.棒にしても化粧したら美人になる。 67.美女舌を破る。 

73.不細工に化粧効かぬ。 68.美女は命を断つ斧。 

74.白は美の半分。 69.美女は鬼よりも恐ろしい。 

75.デブの女が木であり、背の高い女が美女で

ある。 

70.美と愚は好一対。 

76.牛の目のようにぱっちりした目が綺麗だ。 71.婦に長舌あるはこれいの階。 

77.女と米の飯は白い程良い。 72.女子と小人とは養い難し。 

78.髪は女の美である。 73.弱き者よ汝の名は女なり。 

79.女性にとって化粧が大事だ。 74.乱は天より降るにあらず、婦人より生ず。 

80.女性が太めがいいだ。 75.悋気嫉妬は女の常（役）。 

81.肌の色が黒い女と結婚しないべき。 76.おなごの念は岩をも徹す。 

中立的 77.世の中は酒と女が敵なり。 

1.親戚との結婚が推奨されている。 78.焼餅は狐色。 

2.相応しい夫を見つけるまで結婚し放題がいい

。 

79.令女の節。 

3.女の心は女知る。 80.鏡は女の魂。 

4.お嬢さんは厳節だ。 81.男子病めば家衰え、女子病めば色衰う  。  
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5.醜い女でさえも結婚する。 82.黒子女に知恵男。 

6.女性の操が大切だ。 83.美人薄命。 

7.女性の操が自分の名誉だ。 84.女と米の飯は白い程良い。 

8.美女は母を見よ。 85.一髪二化粧三衣装。 

9.女性には良し悪しある。（女房は半身上）。 86.女は人間を左右にせよ。 

10.女性が活発の方がいい。 87.化け物と後家たて済ます女無し。 

11.女性の徳は美より良い。 88. 罷士は伍無く、罷女は家無し。 

12.合理的な女性が望ましいことだ。 89.茄子苗と女は余らぬ。 

13.産婆と理髪師を同時に働く女性は凄い。 90.嫁の小さいは三台の傷。 

14.美は皮一重 91.髪の結いたては親でも惚れる。 

15.美女保よく食わせる。 92.河豚の横飛び。 

 93.女は衣装髪型。 

 94.おなごは化け物。 

 中立的 

 1.女の心は女知る。 

 2.男の尻に敷き金女房。 

 3.老いて妬婦の功を知る。 

 4.美人というも皮一重。 

 5.髪の長きは七難隠す。 

 6.女の目には鈴を張れ。 

 7.女の供は年寄りの役。 

 8.女は己れを喜ぶ者の為に容る。 

 9.女の足駄にて作れる笛には秋の鹿寄る。 

 10.女と鰹節堅きほど良し。 

表5・両国に見られる役割が特定されていない一般の女性に関する諺の数の比較 

個数 埃 日 

総個数 99 111 

肯定的 3 7 

否定的 81 94 

中立的 15 10 

 

上の表が表すように一般の女性についてのエジプトの諺の総個数は99個である。肯定的

は3個で否定的は81個で中立的は15個である。日本の諺の総個数は111個である。肯定

的は7個で否定的は94個で中立的は10個である。両国の諺においては共通点がたくさん
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ある。まず女性属性に関しては両国の諺は共通に女性が知識の浅い人間で、悪くて回転

が遅くて無能力で飼育した牛は売れるはずなのに、牛を売ることさえできなくてバカで

ある。信頼できなくて口が軽くて大事な秘密を打ち明けてはならない。女性は変わりや

すくて気まぐれでわかりづらい。女性が精力的にも体力的にも弱い存在である。内容が

ないつまらないおしゃべりが好きで口が悪くて嫉妬心が強い(1)。性悪で欲張りで政治や

街を滅ぼして犯罪の元である。また、容姿に関しての諺からは容姿が女性の価値を決め

る一要素であると見とれる。美貌や化粧が女性にとって大切である。美貌の標準は、長

い髪で白色でぱっちりした目、おちょぼ口である。器量の良くない女性でも化粧をすれ

ば美しく見えるようになる。 

4・結論 

上記のように、諺はある社会や世間の考えを反映する。それを研究を通じて、ある物事

に対してその国や社会の考えを窺える。このように、本研究ではエジプトの「ことわざ

と俗言の百科事典」に収められた女性に関わる211個の諺と日本の「故事とことわざの

辞典」に収められた女性に関わる214個のことわざを対象にエジプトと日本の諺におい

て女性がどのように扱われているかを考察した。その結果、数の上ではエジプトと日本

の女性を肯定的に扱う諺は同数で25個である。否定的なのも同数で155個である。中立

的なのはエジプトは31個で日本は34個である。これを見るとエジプトと日本の女性を扱

った諺が否定的な意味合い諺だけでなく肯定的な意味を表す場合もあるが女性に関する

諺の約７割が否定的であることがわかる。つまり、女性を扱った否定的な諺は圧倒的に

多いである。 

4.1.女性名称 

両国の女性に関する諺に見られる女性名称を対照する結果、エジプトの諺に見られる一

般の女性及び妻を指す名称「マラ」は俗っぽくて女性に対する蔑視意識を強く反映する

ことが明らかになる。一方では日本の諺に見られる女性名称は女性の役割領域をあくま

でも「家の中」と制限することも明らかになった。それは今日にも日常生活の中で依然

としてその生命力を保ち続けている。また、エジプトの諺にしか見られない独自の女性

名称もある。それが「継室」と「義姉」である。上記では何を指しているのかを解説し

た。一方では日本の諺にしか見られない女性名称も二つある。「姉女房」と「小姑」で

ある。「姉女房」は男より年上の妻のことを指している。日本では「姉女房」高く評価

されている。「小姑」は上述のように夫の妹を指していながら嫁に苦しみを与える姑と

同様に小さい姑ということも指している [ 秀眞, 2001]。 
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4.2.社会的な役割 

両国の諺に見られる女性には特定な社会的な役割がある。その一つが姑である。上記の

ように姑という存在は否定的なイメージを持っている。彼女は同性でもある嫁を嫌がら

せる。いかにも姑は嫁だった時の苦しみ、その分を今嫁になった女性に返すようだ。つ

まり復讐の念に燃える姑という女性のイメージは根性の悪い人間ということを示唆する

。両国の諺において妻に対する軽蔑意識が強く感じる。妻が一人では立てない。一生男

性に依存するという認識がある。夫に服従すべきということを女性に呼びかけが多い。

女性が夫の付属物及び性的欲望の対象物であることも示唆する。娘という女性の社会的

な役割は姑と妻と同様に否定的に評価される。娘を扱ってる諺にも女への偏見も見られ

る。要するに両国の諺に見られる女性の社会的特定の役割の中「母」という役割以外は

否定的に評価される。母は家庭内では大切な存在であり、優位な地位を持って、母性が

尊重されている。つまり両国の女性に関する諺の全般を通して女性を高く評価したもの

は極めて稀であるものの、女性の母性愛に限っては両国とも肯定的認識を示している。

また女性は大切な存在であることを取り上げられた諺がいくつかあるが全てが家庭にお

いての大切性を訴える。家庭内で果たす役割においては大切な存在であるという認識が

ある。つまり女性の主な役割領域は家庭内と強調されている。女性は社会の求める理想

な女性像に叶わなければ評価されないことを示唆する。社会が望む女性像は家で育児、

家計をうまくやりくりすることなどである。女性の世界は家の中「内」に位置付けられ

ている。またことわざに見られる女性の職業はほぼ遊女や美容に関わる職業に限られて

いる。両国の諺において女性は家の外では果たす役割は見当たらない。 

4.3.容姿と属性 

女性に求められているのは美人でいられることです。女性と美貌の関係を形容する諺は

少なくない。容姿によって女性の価値が決められている。美人であればあるほど高く評

価される。それと同時に美人は危ない存在として取り扱われている。美人に惚れると健

康をなくし、寿命を縮み、身を滅ぼし、政治や城までも乱してしまうと考えられる。ま

た女性は両国の諺においては性悪で災いの元と描かれている。女性一般の特性を否定的

に捉えている諺の多さや諺から読み取れる女性に対する社会的期待、評価基準を考慮す

ると、数量的に示される以上に、女性が低く評価されていることがわかった。 

19世紀までエジプトの社会でも日本の社会でも男尊女卑思想が根強かったが近代化とと

もに人道主義では、人々 の平等などが謳われ、それに対応した政策や法が次々 と成立

していくが、この思想は制度上にとどまったと言える。民族の思想に浸透しなかった。

エジプトと日本の口承文芸における女卑が現社会でもいまだに残っていて、民族の間で

潜在的には存在し続けていると考えられる。 



 Safaa Nour  

  
 

95 
        

 
        

  

両国の諺における女性像は文化と社会によって作られたイデオロギーを反映したもので

ある。社会的、文化的につくられた女性の特徴、あるかかき姿かかあると同時に、社会

的に期待される規範なのかかある。そのイデオロギーは社会の中に浸透し、受け入れら

れている。諺に反映された理想的な「女性像」は社会文化のイデオロギーであり、かつ

ての時代では当たり前の価値観であった。急速に変化する今日の社会でかつての時代の

古くさく現代に合わない基準を採用して女の理想像を作るのは人間性の原理や人道主義

に明白に違反すると言っても過言ではない。そのような人道主義を違反する諺を再考察

する必要がある。 

1 1 

両国共通に女性は嫉妬心が強いであってそれが否定されてると同時に嫉妬が

求められているという諺もあった。 
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